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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
農
業
委
員
会
活
動
に
格
別
な
る
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
稲
作
は
、
七
月
の
長
雨
や
八
月
の
猛

暑
に
よ
り
、
収
量
・
品
質
共
に
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
市
を
含
む
県
北
部
の
水
稲
の
作
況
指
数
が
一
〇
二
と
な
り
、

豊
穣
の
秋
を
実
感
し
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
日

本
中
、
そ
し
て
、
世
界
中
が
一
つ
に
な
り
盛
り
上
が
る
は
ず
だ
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
本
年
に
延
期
と
な
り
、
さ
ら
に
は
国
内
の

地
域
経
済
は
元
よ
り
、
多
く
の
農
業
者
の
経
営
に
も
甚
大
な
影
響
が
及

ん
だ
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
農
業
委
員
会
委
員
は
、
昨
年
七
月
に
改
選
と
な
り
、

新
体
制
の
元
、
農
業
委
員
二
十
六
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

二
十
六
名
が
一
丸
と
な
っ
て
委
員
会
業
務
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ

る
農
地
を
守
る
た
め
に
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は

共
に
手
を
携
え
、
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
や
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
及
び
新
規
参
入
の
推
進
等
の
活
動
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展
に
本
年
も
意
欲
的
に
努
め
て
参
る

所
存
で
す
の
で
、
市
民
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
る
生
活
に
一
日
も
早
く
終
止
符
が

打
た
れ
、
以
前
の
よ
う
な
日
常
生
活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
そ
し
て

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
崎
市
農
業
委
員
会　

会
長　

佐
々
木　

政　

直

大
崎
市
農
業
委
員
会　

会
長　

佐
々
木　

政　

直

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て

元気な子牛「しいな」と「りんご」ちゃん

チャレンジ農業女子（3ページ）
　田尻地域　川名さん夫妻
　　　　　　（正喜さん、志穂さん）
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市長へ農業振興策に関する政策提案書を提出市長へ農業振興策に関する政策提案書を提出
　

大
崎
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
始
め
、
担
い
手

と
の
座
談
会
や
一
日
女
性
農
業
委
員
会
で

い
た
だ
い
た
意
見
を
集
約
し
、
昨
年
十
月

二
十
九
日
「
大
崎
市
長
に
対
す
る
政
策
提

案
」
と
し
て
次
の
六
項
目
を
、
大
崎
市
長
に

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

①
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
、
強
化

②
農
地
の
有
効
利
用
・
遊
休
農
地
解
消
対
策

③
新
規
就
農
者
の
確
保
・
担
い
手
の
育
成
対

策
④
女
性
農
業
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

⑤
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

⑥
そ
の
他
（
防
災
減
災
対
策
、
食
農
教
育
と

地
産
地
消
の
推
進
）

水稲作況調査を実施農地等利用状況調査を実施
　

大
崎
市
農
業
委
員
会
で

は
、
昨
年
九
月
十
四
日
に

市
内
各
地
域
の
水
稲
作
況

の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
農
業
委
員
が
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
圃
場
九
ヶ
所

（
内
直
播
圃
場
一
ヶ
所
）

を
、
刈
り
取
り
前
の
も
み

の
実
り
具
合
を
確
か
め
る
「
検
見
」
と
い
う
方
法
で
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
や
気
温
に
恵
ま
れ
、
台
風
災
害
等
を
受
け
る

こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
全
体
的
に
前
年
以
上
の
増

収
の
予
想
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　昨年、１１月１３日に開催された第５回宮城県農業委員会大会において、
長年の活動実績が認められ大崎市農業委員会から５名の農業委員が、また２
名の退任委員が受賞されました。

【宮城県農業会議会長表彰】　
　佐々木　政　直　氏（農業委員）　　熊　谷　安　正　氏（農業委員）
　齋　藤　浩　義　氏（農業委員）　　中　鉢　　　守　氏（農業委員）
　菅　原　ひろみ　氏（農業委員）　　鈴　木　俊　通　氏（前農業委員）
　土　井　幸　信　氏（前農地利用最適化推進委員）

　

遊
休
農
地
や
農
地
の
無
断
転
用
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
昨
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
農
地
等
利

用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
新
た
な
遊
休
農
地
や
，
農
地
法
の

許
可
を
受
け
ず
に
宅
地
や
資
材
置
場
な
ど
に
利
用
し

て
い
る
無
断
転
用
と
し
て
確
認
さ
れ
た
農
地
も
あ
り

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
健
全
な
農
地
の
維
持
と
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
今
後
、
該

当
農
地
の
所
有
者
・
使
用
者

へ
の
指
導
を
行
う
ほ
か
、
無

断
転
用
に
つ
い
て
も
併
せ
て

指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
地
に
関
す
る
貸
借
や
売

買
、
転
用
な
ど
に
つ
い
て
は

お
気
軽
に
地
域
の
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第５回農業委員会大会で受賞第５回農業委員会大会で受賞

受　賞　者

代表で表彰される佐々木政直会長
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田
尻
地
域　

川　

名　

志　

穂
さ
ん

問　

農
業
に
携
わ
る
き
っ
か
け

は
？

答　

父
が
一
人
で
農
業
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
病
気
に
な
り
続
け

る
事
が
困
難
と
な
り
、
旦
那
と
二

人
で
継
ぐ
事
を
決
め
ま
し
た
。
現

在
は
、
母
と
祖
母
と
の
四
人
家
族

で
す
。

問　

主
な
経
営
内
容
は
？

答　

水
稲
と
畜
産
で
す
。

　

田
ん
ぼ
は
約
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
和
牛
繁
殖
牛
二
十
一
頭
、
育

成
牛
四
頭
、
子
牛
四
頭
で
す
。

問　

今
ま
で
で
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
？

答　

田
ん
ぼ
は
機
械
の
操
作
や
苗

づ
く
り
、
牛
は
栄
養
管
理
か
ら
発

情
の
発
見
、
お
産
な
ど
覚
え
る
事

が
あ
り
す
ぎ
て
大
変
で
し
た
が
、

先
輩
達
が
い
つ
も
助
け
て
く
れ
た

の
で
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
肥
育
農
家

さ
ん
に
好
ま
れ
る
子
牛
づ
く
り
、

親
の
血
統
な
ど
考
え
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

今
後
の
夢
は
？

答　

人
工
授
精
を
自
分
で
し
、
お

産
さ
せ
、
九
ヶ
月
か
ら
十
ヶ
月
育

て
て
市
場
に
出
荷
す
る
今
の
仕
事

は
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
な
と
思
っ

て
ま
す
。
愛
情
一
番
で
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

取
材　

菅
原　

ひ
ろ
み

委
員

　

昨
年
十
一
月
十
六

日
、「
令
和
二
年
度
一

日
女
性
農
業
委
員
会
」

が
大
崎
市
役
所
東
庁
舎

大
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

で
す
と
年
二
回
の
開
催

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今

年
は
一
回
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
市
内
各
地

よ
り
推
薦
さ
れ
た
方
、

大
崎
管
内
に
あ
る
農
業

高
校
の
生
徒
、
宮
城
県

農
業
大
学
校
の
学
生
、

合
わ
せ
て
二
十
五
名
の

女
性
の
方
々
で
し
た
。　

は
じ
め
に
、
農
業

委
員
会
の
佐
々
木
会

長
よ
り
、
一
日
女
性

農
業
委
員
の
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
引
き
続

き
議
案
審
議
を
行

い
、
審
議
中
は
専
門

的
な
用
語
も
あ
り
、

委
員
の
皆
さ
ん
が
困

惑
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　

審
議
後
は
、
美
里

町
「
菜
園
レ
ス
ト
ラ

ン　

野
の
風
」
代
表　

伊
藤
惠
子
氏
に
よ
る

「
私
の
六
次
化
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

伊
藤
氏
か
ら
、
自
身
が
大
き
な
病
気
に
か

か
り
、
そ
の
時
人
生
は
一
度
き

り
、
や
り
た
い
事
「
六
次
化
」

へ
の
夢
を
追
う
と
決
意
さ
れ
た

こ
と
、
野
菜
直
売
所
か
ら
始
ま

り
、「
み
そ
焼
き
お
に
ぎ
り
」

や
「
す
い
と
ん
」
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
た
こ
と
、
努
力
と
ア
イ

デ
ィ
ア
、
人
と
の
つ
な
が
り
で

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
野
の
風
」

を
立
ち
上
げ
た
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　

昼
食
は
、「
野
の
風
」
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
お
弁
当
を
美

味
し
く
頂
き
、
午
後
か
ら
は
、

「
農
業
に
対
す
る
女
性
の
思
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
毎
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
「
女
性
が
農

業
で
自
立
す
る
の
に
は
資
金
が

必
要
」「
支
援
や
助
成
が
受
け
た
い
の
だ
が

手
続
き
が
分
か
ら
な
い
」「
行
政
へ
の
不
満
」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
何
人
か
の
参
加
者
に
「
農
業
委
員

会
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問

を
し
て
み
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
知

ら
な
か
っ
た
」
と
の
答
え
で
し
た
が
、
こ
れ

を
機
に
女
性
の
方
や
地
域
の
方
々
に
知
ら
れ

る
よ
う
な
農
業
委
員
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

櫻
井　

正
幸　

委
員

※
後
援
「
み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21
」

一
日
女
性

　

農
業
委
員
会
開
催

一
日
女
性

　

農
業
委
員
会
開
催
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岩
出
山
地
域　

彦　

坂　

祐　

氏
さ
ん

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

　

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
父
親
の
仕

事
の
関
係
で
旧
岩
出
山
町
に
十
七
歳

で
移
住
し
、
家
業
の
副
業
で
あ
る
養

鶏
を
一
か
ら
学
び
、
後
継
者
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
彦
坂
祐
氏
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　

父
の
養
鶏
に
対
す
る
熱
心
な
研
究

を
引
き
継
ぎ
、
安
心
安
全
の
有
精
卵

を
目
指
し
て
自
然
養
鶏
を
実
践
。

　

特
に
、
岩
出
山
地
区
で
生
産
さ
れ

る
玄
米
を
主
に
、
松
島
産
牡
蠣
殻
、

石
巻
産
魚
粉
、
国
産
大
豆
等
二
十
種

類
の
原
料
を
混
ぜ
た
自
家
配
合
飼
料

を
与
え
、
風

通
し
の
良
い

広
い
ハ
ウ
ス

で
、
オ
ス
メ

ス
一
緒
に
の

び
の
び
と
平
飼
い
飼
育
を
行
い
、
そ
の

鶏
た
ち
が
生
ん
だ
有
精
卵
は
プ
リ
ッ
プ

リ
と
し
て
コ
ク
が
あ
り
、
卵
か
け
ご
は

ん
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

ニ
ン
ニ
ク
卵
黄
油
も
手
掛
け
、
そ
ん

な
こ
だ
わ
り
の
卵
は
地
元
の
道
の
駅
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仲
間
と
一
緒
に
開
催
す
る
マ

ル
シ
ェ
（
ほ
っ
か
ぶ
り
市
）
で
の
出
店

販
売
や
、
県
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
す
る
中
で
出
会
っ
た
飲
食
店
と
の
取

引
が
始
ま
る
な
ど
、
販
路
を
拡
げ
有
精

卵
と
と
も
に
ニ
ン
ニ
ク
卵
黄
油
も
大
変

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
購
入
し
た
お
客
さ
ん
が
生
産

現
場
を
見
学
し
た
い
と
農
場
へ
直
接
来

ら
れ
る
方
も
年
々
増
え
て
お
り
、
ま
す

ま
す
品
質
向
上
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と

に
日
々
精
進
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

広
大
な
敷
地
と
自
然
の
山
々
に
抱
か

れ
、
の
ど
か
な
環
境
で
養
鶏
に
全
力
を

注
ぎ
な
が
ら
、
ひ
た
む
き
に
第
二
の
故

郷
岩
出
山
を
愛
し
、
農
業
に
真
剣
に
向

き
合
っ
て
る
姿
に
改
め
て
感
動
し
ま
し

た
。

取
材　

菅
原　

ま
り
子

委
員

　

大
迫
も
ん
き
つ
き
保
存
会
は
、
現
在

の
鹿
島
台
地
域
に
お
い
て
、
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
品
井
沼
の
排
水
路
、
穴
川

を
掘
削
す
る
頃
か
ら
の
土
木
工
法
「
も
ん

き
つ
き
」
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
為
、
昭
和

五
十
一
年
三
月
、
旧
鹿
島
台
町
公
民
館
の

館
長
だ
っ
た
鈴
木
庄
一
氏
の
尽
力
に
よ
り

「
も
ん
き
つ
き
保
存
会
（
現
会
長
・
佐
藤

喜
久
氏
）」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
会
員
は
二
十
六
名
、
年
一
回
の
練
習

を
中
心
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
「
旧
鹿
島

台
第
二
小
学
校
」
の
学
芸
会
で
披
露
し
、

小
学
校
統
合
後
は
鹿
島
台
小
学
校
で
も
歴

史
と
実
演
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
鹿
島

台
地
域
で
は
、
決
壊
し
た
堤
防
を
修
復
す

る
た
め
に
地
域
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て

行
っ
た
「
も
ん
き
つ
き
」。「
も
ん
き
」
と

は
、
基
礎
杭
を
打
ち
込
む
と
き
に
使
わ
れ

る
道
具
の
こ
と
で
、
高
さ
約
六
ｍ
の
や
ぐ

ら
に
八
〇
～
一
〇
〇
キ
ロ
の
お
も
り
を
吊

り
下
げ
、
そ
の
お
も
り
を
杭
に
落
と
し
地

中
深
く
打
ち
込
ん
で
い
く
。

　

ひ
と
つ
の
も
ん
き
に
引
き
ご
（
女
子
）

が
両
側
に
八
名
ず
つ
引
き
綱
を
持
ち
、
打

ち
込
ま
れ
る
杭
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
二

名
が
調
節
し
、
杭
を
運
搬
す
る
男
性
二

名
を
含
め
合
計
二
〇
名
が
協
力
し
て
作

業
を
行
う
。

　

堤
防
が
決
壊
し
た
時
に
は
、
川
に
船

を
浮
か
べ
、
船
に
乗
っ
て
も
ん
き
の
綱

を
引
っ
張
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
て
、
引

き
ご
衆
の
唄
声
と
共
に
ド
ス
ン
、
ド
ス

ン
と
い
う
杭
打
ち
の
音
が
幾
日
も
幾
日

も
響
い
て
い
た
と
い
う
。

　

古
く
か
ら
郷
土
の
生
活
に
深
く
係

わ
っ
て
き
た
「
も
ん
き
つ
き
」、
こ
れ

か
ら
も
後
世
に
伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

取
材　

齋
藤　

真
理
子
委
員
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　ＪＡ古川さんからいただいたサ
ツマイモの苗を、生活科の学習
の中で、１年生と２年生が育てて
います。草取りや水やりなどの作
業も頑張っています。収穫がとて
も楽しみです。

　４年生はポップコーンの材料になるイエローポップを育
てています。収穫したらお家に持ち帰ってポップコーンにし
て食べます。(家族みんなで食べるのが楽しみです！)

取材　小野寺　正　晃 委員

古川地域
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②　農地転用申請　農地を居宅や駐車場・資材置場など農地以外の用途に用いるため、転用
を行うこと

※　農地転用を行う場合は、農地法以外にも農業振興地域の整備に関する法律や都市計画法
など、他の法令により規制されている場合があるため、申請に当たっては事前に窓口で相
談のうえ申請してください。

※　締切が土日祝日の場合は直前の平日となります。

農業委員会窓口で取り扱う、農地に関する申請から許可までの手続きについて

①　農地法第３条申請　　耕作を目的とした農地の売買や貸借等の権利を移動すること
（窓口：農業委員会事務局・各事務所）

〇　現状変更届　農地の改良行為として、耕作可能な土質による盛土、切土等による農地の
現状変更を行うことの届出� （窓口：農業委員会事務局・各事務所）

〇　相続等届出　農地の権利を相続などで取得したことの届出
（窓口：農業委員会事務局・各事務所）

（窓口：農業委員会事務局）

要件・農地として耕作できる状況であること
　　・農地取得後、下記の下限面積要件をみたしていること

要件・施工期間は６か月以内
　　・農業用施設を設置する場合は２００㎡未満

要件　相続（遺産分割及び包括遺贈を含む）、法人の合併、分割、時効等により農地を取得した方
手続　相続登記後、登記完了証や相続登記済の登記事項証明書など相続を確認できる書面を

持参のうえ窓口までお越しください。

・農地法第４条　　農地の所有者が自分の農地を転用する場合（自己転用）
・農地法第５条　　農地転用するために売買等による農地の権利移動が伴う場合

〇受付している申請

〇その他　届出

〇申請から許可まで

下限面積 対　　　　象
５０ａ

（5,000㎡） 古川・松山・三本木・鹿島台・岩出山・田尻地域の農地

10ａ
（1,000㎡） 鳴子温泉地域の農地

１ａ
（100㎡） 大崎市空家バンクに登録された空き家とセットで取得又は賃借する農地

毎月
10日締切

⇒ 内容審査・
現地調査 ⇒

毎月
25日開催

⇒

毎月（総会後）
26日以降 又

は

次月
中旬以降

申請書の
提出・受付

農業委員会
総会（審議）

農地法第３条
許可証交付

農地法第 4･5 条
許可証交付
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☎

　令和元年１０月から令和２年９月までに締結（公告）された農地の賃貸借における賃借料水準（１０ａ
当たり）は、以下のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大崎市農業委員会

令和２年１２月１５日
1．田 の 部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額

古 川 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 17,400円 23,300円 9,800円

物納 77㎏ 80㎏ 72㎏

未 整 備 地 域 現金 14,100円 28,000円 3,000円
物納 60㎏ 60㎏ 60㎏

松 山 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 15,200円 18,000円 13,000円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 11,100円 15,000円 10,000円
物納 ― ― ―

三 本 木 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 16,600円 19,000円 14,000円

物納 60㎏ 60㎏ 60㎏

未 整 備 地 域 現金 9,600円 19,000円 1,000円
物納 60㎏ 60㎏ 60㎏

鹿 島 台 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 14,800円 15,000円 3,100円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 11,800円 15,000円 1,100円
物納 60㎏ 60㎏ 60㎏

岩 出 山 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 11,700円 16,000円 5,000円

物納 61㎏ 80㎏ 50㎏

未 整 備 地 域 現金 8,900円 15,000円 1,000円
物納 55㎏ 60㎏ 50㎏

鳴 子 温 泉 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 ― ― ―

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 3,400円 6,500円 1,000円
物納 ― ― ―

田 尻 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 15,200円 20,000円 13,900円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 13,700円 15,200円 3,000円
物納 59㎏ 59㎏ 59㎏

（ 参 考 ） 大　 崎　 市　 平　 均 現金 14,300円 ― ―
物納 60㎏ ― ―

2．畑　の　部
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額

古 川 地 域 13,000円 20,000円 3,000円
松 山 地 域 ― ― ―
三 本 木 地 域 5,000円 5,000円 5,000円
鹿 島 台 地 域 4,000円 15,000円 1,000円
岩 出 山 地 域 5,100円 15,000円 2,300円
鳴 子 温 泉 地 域 2,400円 5,000円 1,500円
田 尻 地 域 8,400円 13,000円 5,000円

（ 参 考 ） 大　 崎　 市　 平　 均 8,200円 ― ―
※金額は算出結果を四捨五入し100円単位としています。
※物納は算出結果を四捨五入しています。
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編集：企画広報委員会

※農業委員会関係諸証明の
　ほかに下記証明書の交付
　ができます。 
　●住民票
　●印鑑登録証明書
　●農耕用機械所有証明書

☎ ☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

新
年
明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
年
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
崎
市
の
行
事
も
、
そ
の
多
数

が
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
お
お
さ
き
古
川
秋
ま
つ
り
」

は
新
た
な
形
で
開
催
さ
れ
、
事
前

収
録
し
た
映
像
を
配
信
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
に
す
る
と
い
う
変
革

が
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
で
し
た
が
、
昨
年

は
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
任
命
・
委
嘱
を
受
け
、
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

後
益
々
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
戴

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

豊
か
な
こ
の
大
地
で
新
年
の
風

を
思
い
き
り
吸
い
、
新
鮮
な
気
持

ち
で
自
慢
の
農
作
物
を
今
年
も

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。鈴

木　

至

　

古
川
地
域
敷
玉
地
区
の
加
藤
憲

治
さ
ん
は
五
年
前
に
息
子
さ
ん
へ

農
業
経
営
を
移
譲
し
、
現
在
農
業

者
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
。
家

族
経
営
で
主
に
水
稲
と
青
シ
ソ
の

周
年
栽
培
を
軸
に
経
営
さ
れ
て
お

り
、
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
っ
た
今
で

も
「『
さ
さ
王
』
決
定
戦
」
へ
の

出
品
や
担
当
の
青
シ
ソ
栽
培
な
ど

精
力
的
に
活
動
な
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

国
民
年
金
の
他
に
農
業
者
年
金

に
も
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
と

話
し
て
く
れ
た
加
藤
さ
ん
は
、「
家

の
仕
事
は
年
中
休
み
が
な
く
忙
し

い
が
合
間
に
温
泉
に
行
っ
た
り
、

お
孫
さ
ん
へ
の
お
小
遣
い
や
好
き

な
趣
味
を
す
る
こ
と
に
年
金
を
活

用
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
」
と
笑
顔
で
語
り
、
冗
談
交
じ

り
に
も
っ
と
掛
け
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

す
で
に
息
子
さ
ん
も
加
入
さ
れ

て
お
り
、
老
後
の
生
活
を
充
実
さ

せ
る
糧
の
重
要
性
も
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

取
材  

佐
々
木　

俊
通
委
員

か　　 とう　　けん　　 じ

農業者年金はメリットがたくさんある終身年金です！！農業者年金はメリットがたくさんある終身年金です！！

※上のケースは、通常加入で保険料月額２万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.2％となった場合の試算です。
受給総額は65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した場合の金額です。

※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の17年間（平成30年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.82％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、令和２年度は0.20％となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

メリット１メリット１メリット１メリット１ メリット2メリット2メリット2メリット2 メリット3メリット3メリット3メリット3

■農業者年金に加入すれば　～農業者年金の受給額（年額）の試算～

古川地域

加　藤　憲　治 さん

加入年齢 納付期間 保 険 料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額
男　性 女　性 男　性 女　性

２０歳 ４０年 ９６０万円 ７５万円 ６３万円 １，６１４万円 １，７０４万円
３０歳 ３０年 ７２０万円 ５０万円 ４２万円 １，０７１万円 １，１３１万円
４０歳 ２０年 ４８０万円 ３０万円 ２５万円 ６３４万円 ６７０万円
５０歳 １０年 ２４０万円 １３万円 １１万円 ２８３万円 ２９９万円


